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お買い物も実施し、新しい形の
ツアーへ

ねもと長嶋米酒店（三浦市）
魚三商店（二宮町）5 お　　店

「近くで買おう！　かながわ商店街
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№

3８１

第第
１０１０
回
か
な
が
わ
商
店
街
大
賞
が
決
定

回
か
な
が
わ
商
店
街
大
賞
が
決
定

��

横
浜
橋
通
商
店
街（
協
）が
商
店
街
部
門
の
大
賞

横
浜
橋
通
商
店
街（
協
）が
商
店
街
部
門
の
大
賞

かながわ商店街大賞を受賞されたみなさんと黒岩祐治知事、小島健一県議会議長

 GoTo Eat食事券事業に関するお知らせGoTo Eat食事券事業に関するお知らせ

　商連かながわはGoTo Eat食事券事業の神奈川版について

「連携・協力団体」として加盟店登録の推進などに協力してい

ます。

　令和４年１月末現在、食事券の利用に

ついては、まん延防止等重点措置の適用

に伴い、店内の飲食を控えていただき、

テイクアウトやデリバリーなどにご活用いただくよう、利用者

に呼びかけが行われています。利用期限は３月２２日までとなっ

ておりますが、今後延長する予定とのことです。情報が判明次

第、商連かながわのWEBサイト等でお知らせいたします。
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司
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か
な
が
わ
商
店
街

大
賞
実
行
委
員
会

は
、
第
１０
回
か
な
が

わ
商
店
街
大
賞
の
受

賞
商
店
街
を
決
定

し
、
１
月
５
日
に
県

民
共
済
プ
ラ
ザ
ビ

ル
・
メ
ル
ヴ
ェ
ー
ユ

に
て
２
年
ぶ
り
と
な

る
表
彰
式
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

栄
え
あ
る
商
店
街

部
門
の
大
賞
は
横
浜

市
南
区
の
横
浜
橋
通

商
店
街
（
協
）
が
受

賞
し
、
黒
岩
祐
治
知

事
よ
り
表
彰
状
を
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
商
店
街
部
門
の

優
秀
賞
・
特
別
賞
に

つ
い
て
は
升
水
一
義

実
行
委
員
長
（
商
連

か
な
が
わ
会
長
）
よ

り
表
彰
状
の
授
与
を

行
い
ま
し
た
。
大
型

店
・
チ
ェ
ー
ン
店
部

門
は
応
募
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
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商店街
【
商
店
街
部
門
】

大
　
賞

横
浜
橋
通
商
店
街
協
同
組
合
：
横
浜
市
南
区

�《
商
店
街
一
丸
と
な
っ
て�

�

コ
ロ
ナ
に
立
ち
向
か
う
》

�　

ア
ー
ケ
ー
ド
内
に
生
鮮
品
店
や
個
性
的
な
店
が

並
び
終
日
賑
わ
う
、
地
域
に
密
着
し
た
商
店
街
。

個
店
で
の
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
策
に
加
え
、
令

和
２
年
２
月
か
ら
商
店
街
で
始
め
た
、
次
亜
塩
素

酸
を
散
布
す
る
な
ど
ア
ー
ケ
ー
ド
を
清
掃
・
消
毒

す
る
取
組
み
「
コ
ロ
ナ
バ
ス
タ
ー
ズ
」
は
、
多
く

の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
毎
週
金
曜
日
に

現
在
ま
で
継
続
さ
れ
て
い
る
。
商
店
街
一
丸
と
な

っ
て
コ
ロ
ナ
に
中
長
期
に
渡
っ
て
立
ち
向
か
い
、

来
街
者
が
安
心
し
て
買
い
物
が
で
き
る
よ
う
な
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、
長
年
続
く

抽
選
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
、
商
店
街
の
総
菜
を
味
わ

っ
て
い
た
だ
く
大
人
縁
日
等
、
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
地
域
の
状
況
に
あ
っ
た
商
店
街
活

動
を
し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

優
秀
賞
（
２
団
体
）

橋
本
商
店
街
協
同
組
合
：
相
模
原
市
緑
区

�《
商
店
街
独
自
の
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を�

�

最
大
限
に
活
用
》

�　

橋
本
駅
の
両
側
に
広
が
り
、
若
手
役
員
が
柔
軟

な
発
想
で
新
た
な
事
業
企
画
立
案
等
を
行
っ
て
い

る
商
店
街
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
、
ま
ち
ゼ
ミ
や
、
商
店

街
の
街
路
灯
な
ど
に
お
店
の
ち
ょ
っ
と
し
た
情
報

を
Ｐ
Ｏ
Ｐ
で
掲
出
す
る
「
つ
ぶ
や
き
大
作
戦
」
等

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
ま
た
コ
ロ
ナ
で
影
響

を
受
け
て
い
る
加
盟
店
を
支
援
す
る
取
組
と
し

て
、道
路
占
用
許
可
基
準
の
緩
和
措
置
を
活
用
し
、

駅
前
路
上
に
て
お
弁
当
や
物
品
の
販
売
、
出
張
体

験
等
が
で
き
る
「
は
し
べ
ん
プ
ラ
ス
」
も
開
始
。

こ
れ
ら
の
情
報
は
、
商
店
街
独
自
の
ス
マ
ホ
ア
プ

リ
「
橋
本
ア
プ
リ
」
で
発
信
さ
れ
て
い
る
。
街
の

人
口
形
態
や
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
地
域

で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ア
プ
リ
を
最
大
限
に
利
用
し
た
来

街
・
来
店
の
促
進
が
期
待
で
き
、
今
後
も
新
た
な

取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
力
を
も
っ
て
い
る

こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

上
溝
商
店
街
振
興
組
合
：
相
模
原
市
中
央
区

�《
地
域
内
の
資
源
を
大
切
に
し
た�
�

独
自
性
あ
る
街
づ
く
り
》

�　

相
模
線
・
上
溝
駅
前
に
広
が
る
、
古
く
歴
史
の

あ
る
商
店
街
。「
溝
の
だ
る
ま
市
」
や
「
溝
の
酉

の
市
」な
ど
縁
起
物
を
販
売
す
る
イ
ベ
ン
ト
や「
溝

の
朝
市
」
や
「
溝
の
骨
董
市
」
と
い
っ
た
地
域
に

根
付
い
た
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。「
溝
の
七

福
神
め
ぐ
り
」
は
、
商
店
街
区
内
に
設
置
し
た
七

福
神
を
め
ぐ
り
御
朱
印
を
完
成
さ
せ
る
参
加
型
イ

ベ
ン
ト
で
、
密
に
な
ら
ず
に
商
店
街
内
を
回
遊
し

て
も
ら
え
る
効
果
が
得
ら
れ
る
。
ま
た
、
地
域
に

あ
る
寺
社
を
商
店
街
に
て
運
営
管
理
す
る
協
定
を

結
ぶ
な
ど
、
地
域
に
あ
る
資
源
を
大
切
に
し
、
独

自
性
あ
る
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
評
価

さ
れ
た
。

特
別
賞
（
３
団
体
）

　
鹿
島
田
商
店
会
：
川
崎
市
幸
区

�《
新
た
な
生
活
様
式
に
対
応
し
た
手
法
で�

�

イ
ベ
ン
ト
を
展
開
》

�　

南
武
線
・
鹿
島
田
駅
と
横
須
賀
線
・
新
川
崎
駅

と
の
間
に
あ
る
歴
史
あ
る
商
店
街
。
通
勤
客
や
地

域
住
民
が
交
流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
た

が
、
コ
ロ
ナ
発
生
後
の
令
和
２
年
度
か
ら
は
コ
ン

サ
ー
ト
、
ク
イ
ズ
、
コ
ン
テ
ス
ト
等
の
イ
ベ
ン
ト

開
催
の
手
段
に
オ
ン
ラ
イ
ン
を
導
入
し
、
さ
ら
に

令
和
３
年
度
か
ら
は
事
務
局
を
置
き
商
店
街
の
体

制
を
整
え
、
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
「
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
方
式
」
で
の
取
組
を
促
進
し
て
い
る
。
オ

ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
非
接
触
型
で
の
ク
イ
ズ
や

コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
へ
の
取
組
み
は
今
後
の
商
店
街

活
動
の
手
法
の
一
つ
の
モ
デ
ル
に
な
る
こ
と
が
期

待
で
き
る
と
評
価
さ
れ
た
。

さ
く
ら
み
ち
ブ
ラ
ボ
ー
ズ
：
茅
ヶ
崎
市

�《
会
員
１５
店
の
小
さ
な
組
織
で
も�

�

地
域
を
巻
き
込
み
精
力
的
に
活
動
》

�　

東
海
道
線
・
茅
ケ
崎
駅
と
辻
堂
駅
の
間
に
会
員

店
１５
店
が
点
在
し
、
若
手
を
中
心
に
平
成
２６
年
に

結
成
さ
れ
た
商
店
街
。
自
治
会
や
サ
ー
ク
ル
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
を
図
り
、
地

域
を
巻
き
込
み
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
。
ま

た
商
店
街
店
舗
の
商
品
や
店
主
等
の
紹
介
動
画

「
ブ
ラ
チ
ャ
ン
」
や
、「
商
店
街
ソ
ン
グ
」
も
製
作

し
商
店
街
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。
開
発
地
域
で
地
縁

の
な
い
住
民
が
多
い
エ
リ
ア
に
お
け
る
商
店
街
活

動
と
し
て
モ
デ
ル
性
を
有
し
て
お
り
、
小
さ
な
組

　

神
奈
川
県
と
商
連
か
な
が
わ
は
商
店
街
や
商
店

の
振
興
に
努
め
、
そ
の
実
績
又
は
功
績
が
顕
著
な

商
店
街
役
員
と
商
店
従
業
員
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

１
月
５
日
に
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、
総
勢
２３

名
の
商
店
街
役
員
と
商
店
従
業
員
が
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

神
奈
川
県
商
店
街
役
員
表
彰�

（
敬
称
略
）

山
　
室
　
良
　
一

反
町
駅
前
通
り
商
店
街

伊
　
藤
　
彰
　
芳

洪
福
寺
松
原
商
店
街
振
興
組
合

商
店
街
役
員
・

商
店
街
役
員
・

��

商
店
従
業
員
等
表
彰

商
店
従
業
員
等
表
彰

〜
総
勢

〜
総
勢
２３２３
名
を
表
彰
〜

名
を
表
彰
〜

織
で
あ
り
な
が
ら
地
域
と
連
携
す
る
こ
と
で
多
様

な
事
業
展
開
を
図
っ
て
い
る
点
な
ど
が
評
価
さ
れ

た
。

大
原
町
商
和
会
：
伊
勢
原
市

�《
組
織
一
体
と
な
っ
て
、�会
員
を
サ
ポ
ー
ト
》

�　

小
田
急
線・伊
勢
原
駅
南
口
に
広
が
る
商
店
街
。

地
域
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
「
伊
勢
原
観
光
道
灌
ま

つ
り
」
で
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

イ
ベ
ン
ト
で
は
大
型
店
や
チ
ェ
ー
ン
店
と
も
協
力

を
図
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
対
策
に
お
い
て
は
、

感
染
症
対
策
に
な
か
な
か
手
を
付
け
ら
れ
な
い
会

員
の
た
め
に
、
商
店
街
で
一
括
し
て
備
品
等
無
償

貸
出
を
申
請
し
、
ま
た
マ
ス
ク
や
消
毒
用
ア
ル
コ

ー
ル
等
の
無
償
配
布
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導

入
支
援
等
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
役
員
・
会
員

が
密
に
連
絡
を
と
り
交
流
し
、
商
店
街
内
の
情
報

を
共
有
し
、
商
店
街
と
し
て
き
め
細
か
く
会
員
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
取
組
な
ど
が
会
員
増
に
も
つ
な
が

っ
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
た
。



かながわ商店街・おみせ新聞　令和4年2月号　No.3813

商店街

石
　
渡
　
孝
　
明

一
般
社
団
法
人
川
崎
市
商
店
街
連
合
会

茅
　
　
　
明
　
夫

に
こ
に
こ
星
ふ
ち
の
べ
商
店
会

小
　
林
　
準
一
郎

湘
南
銀
座
商
店
街
振
興
組
合

神
奈
川
県
商
店
街
従
業
員
等
表
彰

山
　
田
　
洋
　
子

理
容
　
ト
キ

小
　
林
　
綾
　
子

ひ
か
り
歯
科
医
院

門
　
口
　
教
　
興

有
限
会
社
岸
田
屋
酒
店

真
　
鍋
　
宜
　
貴

株
式
会
社
は
し
も
と
茶
舗

髙
　
橋
　
照
　
美
長
後
製
パ
ン
株
式
会
社
ロ
ワ
ー
ル
光
月
堂

商
連
か
な
が
わ
商
店
街
役
員

中
　
山
　
忠
　
義

中
山
商
店
街
協
同
組
合

持
　
田
　
知
　
介

一
般
社
団
法
人
川
崎
市
商
店
街
連
合
会

鈴
　
木
　
照
　
明

一
般
社
団
法
人
川
崎
市
商
店
街
連
合
会

宇
　
野
　
愼
　
二
モ
ト
ス
ミ
・
ブ
レ
ー
メ
ン
通
り
商
店
街
振
興
組
合

高
　
橋
　
繁
　
一

北
久
里
浜
商
店
街
振
興
組
合

本
　
間
　
貞
　
子

善
行
駅
前
新
栄
会

大
　
津
　
隆
　
之

二
宮
町
商
店
連
合
協
同
組
合

商
連
か
な
が
わ
商
店
従
業
員
等
表
彰

石
　
塚
　
優
　
子

美
容
室
カ
ン
ナ

石
　
原
　
裕
　
美

株
式
会
社
小
柳
商
店

片
　
山
　
奈
　
美

菓
匠
　
亀
福

恵
　
川
　
法
　
彦

宝
石
・
時
計
・
メ
ガ
ネ
の
さ
さ
き

藤
　
田
　
美
代
子

宝
石
・
時
計
・
メ
ガ
ネ
の
さ
さ
き

山
　
下
　
洋
　
子

宝
石
・
時
計
・
メ
ガ
ネ
の
さ
さ
き

　
─
─ 

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
、�

�

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

─
─

か
な
が
わ
商
店
街
観
光
ツ
ア
ー
、
ラ
イ
ブ
配
信
に

か
な
が
わ
商
店
街
観
光
ツ
ア
ー
、
ラ
イ
ブ
配
信
に

よ
る
動
画
ツ
ア
ー
を
実
現

よ
る
動
画
ツ
ア
ー
を
実
現

��
お
買
い
物
も
実
施
し
、
新
し
い
形
の
ツ
ア
ー
へ
　［
開
催
報
告
］

お
買
い
物
も
実
施
し
、
新
し
い
形
の
ツ
ア
ー
へ
　［
開
催
報
告
］

　

商
連
か
な
が
わ
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
開
催
す
る

「
か
な
が
わ
商
店
街
観
光
ツ
ア
ー
」
に
つ
い
て
、

積
極
的
に
動
画
形
式
の
モ
デ
ル
ツ
ア
ー
を
企
画
し

て
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
１１
月
に
は
、
伊
勢
原
市
の
伊
勢
原

駅
前
中
央
商
店
会
で
「
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
体
験

会
」
を
実
施
し
、
さ
ら
に
数
日
後
に
横
須
賀
市
の

久
里
浜
商
店
会
（
協
）
に
お
い
て
、
お
買
い
物
も

で
き
る
、
動
画
配
信
の
商
店
街
ツ
ア
ー
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
組
み
は
全
国
的
に
も
他
に

例
が
な
く
、
商
店
街
の
生
鮮
食
品
の
お
店
な
ど
が

参
加
し
、
遠
方
の
お
客
に
様
々
な
お
買
い
物
を
楽

し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
１１
／
９（
火
）実
施
】　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
体

験
し
よ
う
ｉ
ｎ
伊
勢
原　
［
伊
勢
原
駅
前
中
央
商

店
会
］

　

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ツ
ー
ル
「
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
」
を
使

い
、
主
催
者
が
現
地
で
、
伊
勢
原
駅
前
中
央
商
店

会
の
役
員
と
一
緒
に
商
店
街
の
様
子
を
配
信
す
る

と
い
う
形
で
約
１
時
間
ほ
ど
開
催
し
ま
し
た
。
講

師
の
（
株
）
フ
ァ
ン
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
の
村
越
和

子
氏
が
ガ
イ
ド
役
を
務
め
、
商
店
街
の
熊
沢
学
副

会
長
と
一
緒
に
各
店
を
訪
ね
て
い
く
様
子
を
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
て
配
信
し
、
１２

店
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

配
信
に
使
っ
た
ツ
ー
ル
：
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ

ス
テ
ム
「
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
」

　

大
ま
か
な
流
れ
：
駅
前
で
役
員
挨
拶
〜
徒
歩
で

各
店
を
巡
り
店
主
と
会
話
〜
駅
前
ま
で
戻
り
今
後

の
イ
ベ
ン
ト
等
案
内
し
て
終
了

　

訪
問
し
た
店
舗
数
：
１２
店

　

お
買
い
物
：
今
回
は
無
し

　

配
信
時
間
：
１３
：
３０
か
ら
一
時
間

【
１１
／
１９（
金
）実
施
】　
久
里
浜
商
店
会
を
め
ぐ
る

　
オ
ン
ラ
イ
ン
お
買
い
物
ツ
ア
ー　
［
久
里
浜
商

店
会
（
協
）］

　

伊
勢
原
に
続
き
、
ツ
ー
ル
は
「
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
」
を

使
用
し
、
ガ
イ
ド
役
も
村
越
氏
が
務
め
ま
し
た
。

森
下
守
久
理
事
長
、
橋
本
篤
一
郎
副
理
事
長
の
挨

拶
後
、
そ
の
ま
ま
ガ
イ
ド
役
が
各
店
を
訪
問
し
て

い
く
様
子
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
で
撮
影

し
て
配
信
し
ま
し
た
。
７
店
の
お
店
に
て
店
長
等

の
お
話
を
聞
い
た
後
、
お
買
い
物
の
時
間
を
取
り

オ
ン
ラ
イ
ン
で
や
り
と
り
し
な
が
ら
注
文
を
取
っ

て
い
き
ま
す
。全
て
の
お
店
で
商
品
が
購
入
さ
れ
、

ツ
ア
ー
終
了
後
す
ぐ
に
商
店
街
で
商
品
を
ま
と
め

て
当
日
発
送
し
、
料
金
は
代
金
引
換
で
お
支
払
い

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
（
※
商
品
の
決
済
に
つ
い
て
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決

済
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
の
調
整
が
間

に
合
わ
ず
、
代
金
引
換
に
よ
る
配
送
に
変
更
し
実

施
い
た
し
ま
し
た
）

　

配
信
に
使
っ
た
ツ
ー
ル
：
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ

ス
テ
ム
「
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
」

　

大
ま
か
な
流
れ
：
商
店
街
入
口
で
役
員
挨
拶
〜

徒
歩
で
各
店
を
巡
り
店
主
と
会
話
の
後
、
お
買
い

物
を
受
付
〜
最
後
の
お
店
で
挨
拶
し
て
終
了

　

訪
問
し
た
店
舗
数
：
７
店

　

お
買
い
物
：
有
り
。
代
引
配
送
に
て
行
い
、
商

品
は
当
日
配
送
、
翌
日
着
と
し
た
。

　

配
信
時
間
：
１０
：
３０
か
ら
一
時
間
半

　

商
連
か
な
が
わ
で
は
、
今
後
も
こ
う
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
型
の
商
店
街
ツ
ア
ー
に
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
商
店
街
の
方
は
ぜ
ひ
商
連

か
な
が
わ
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

https://youtu.be/6A9bz9RQSoc

https://youtu.be/GaURiIZ9vEE
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お 店

「
二
子
大
通
り
商
和
会
」（
川
崎
市
高
津
区
）

─�
街
道
沿
い
の
地
域
連
携
力
と
個
店

の
結
集
力
で
存
在
感
を
発
揮
─

◎�

中
長
期
的
な
視
点
に
立
ち
活
力
あ
る
街
づ
く
り

を
推
進

　

東
急
田
園
都
市
線
・
二
子
新
地
駅
前
に
立
地
す

る
二
子
大
通
り
商
和
会
は
７０
年
ほ
ど
の
歴
史
を
持

つ
。「
３
代
目
く
ら
い
が
継
い
で
い
る
店
も
多
い
。

商
売
は
や
め
て
不
動
産
賃
貸
業
と
な
っ
て
も
、
会

員
と
し
て
協
力
し
続
け
て
く
れ
る
人
が
多
い
の

で
、
会
員
数
は
変
わ
ら
な
い
」
と
原
賢
之
助
会
長

か
ら
聞
か
さ
れ
た
。
地
元
民
が
愛
着
を
持
つ
背
景

に
は
、
中
長
期
の
視
点
で
進
め
て
き
た
街
づ
く
り

が
あ
る
。
東
急
が
駅
前
の
ス
ー
パ
ー
出
店
計
画
を

打
ち
出
し
た
時
、「
長
い
目
で
見
れ
ば
大
資
本
の

店
が
あ
る
方
が
良
い
と
受
入
れ
、
魅
力
あ
る
街
と

な
る
よ
う
、
駐
輪
場
や
ト
イ
レ
の
設
置
場
所
等
に

つ
い
て
、
東
急
と
話
合
い
を
重
ね
た
」
と
原
会
長

は
話
す
。
そ
の
結
果
、
駅
か
ら
の
道
に
続
く
大
山

街
道
に
も
多
く
の
来
街
者
が
行
き
交
い
、
街
道
沿

い
に
は
、
古
く
か
ら
の
蔵
造
り
の
商
店
や
最
新
の

飲
食
店
な
ど
が
共
存
す
る
形
で
、多
く
立
ち
並
ぶ
。

◎�

地
域
連
携
力
に
加
わ
っ
た
若
手
の
新
た
な
事
業

企
画
力

　

大
山
街
道
沿
い
の
街
の
活
性
化
の
た
め
、
地
域

団
体
や
関
連
機
関
で
「
大
山
街
道
活
性
化
推
進
協

議
会
」
を
立
上
げ
、
地
域
連
携
力
で
『
大
山
街
道

フ
ェ
ス
タ
』
を
開
催
し
多
く
の
集
客
を
得
た
。
だ

が
若
手
不
足
で
中
止
に
追
い
込
ま
れ
る
中
、
独
自

の
発
想
で
新
た
な
事
業
を
切
り
拓
い
た
の
が
高
井

英
彦
さ
ん
だ
。
１０
年
前
に
地
元
の
商
店
会
に
戻
り

飲
食
店
を
開
い
た
。
そ
し
て
２
０
１
８
年
に
始
め

た
事
業
が
、
和
食
や
居
酒
屋
、
イ
タ
リ
ア
ン
等
の

飲
食
９
店
が
各
１
メ
ニ
ュ
ー
を
作
り
、
詰
め
合
わ

せ
た
「
二
子
新
地
お
せ
ち
オ
ー
ド
ブ
ル
」
だ
。
二

百
食
限
定
に
て
一
万
六
千
円
で
販
売
さ
れ
、
毎
年

完
売
と
な
る
。
個
店
が
結
集
で
き
た
の
は
、「
地

域
で
の
食
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
密
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
か
ら
」
と
高
井
さ
ん
は
言

う
。
購
入
者
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
も
行
い
、
顧
客
ニ

ー
ズ
の
把
握
や
改
善
点
を
導
き
出
す
な
ど
、
前
へ

の
歩
み
を
止
め
な
い
。

◎
時
代
に
即
し
た
取
組
み
を
エ
リ
ア
で
進
め
る

　

今
後
に
つ
い
て「
地
元
で
愛
さ
れ
続
け
る
に
は
、

商
店
会
単
体
の
取
組
み
だ
け
で
は
視
野
が
狭
い
。

エ
リ
ア
で
捉
え
、
域
内
で
共
通
し
て
出
来
る
こ
と

を
や
っ
て
い
く
」
と
高
井
さ
ん
は
言
う
。
ア
プ
リ

を
作
り
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
導
入
す
る
な
ど
、

時
代
に
即
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
構
想
を
進
め

る
。
そ
の
先
の
将
来
に
原
会
長
が
描
く
の
は
、
セ

ッ
ト
バ
ッ
ク
が
進
み
歩
道
が
出
来
、
安
心
し
て
歩

け
る
街
の
姿
だ
。
会
長
の
世
代
が
作
り
上
げ
て
き

た
街
の
基
盤
に
、
若
い
世
代
の
事
業
企
画
力
と
機

動
力
が
加
わ
り
、
そ
の
存
在
感
は
衰
え
を
知
ら
な

い
。

　

鉄
道
会
社
と
の
話
し
合
い
や
、
大
山
街
道
沿

い
の
団
体
等
と
の
連
携
に
よ
り
地
元
に
愛
さ
れ

続
け
る
街
づ
く
り
を
進
め
る
中
、
若
手
の
企
画

で
２
０
１
８
年
に
開
始
さ
れ
た
「
会
員
９
店
の

味
を
詰
込
ん
だ
お
せ
ち
」が
話
題
を
呼
ん
で
い
る
。

二子大通り商和会
所 在 地　�川崎市高津区二子

１−３−２
電話番号　０４４－８１２－４１８７
会 員 数　９８店
URL　�ｈｔｔｐｓ：／／ｆｕｔａｇｏｓｈｉｎｃｈｉ．ｃｏｍ／

リ
ー
ダ
ー
の
横
顔

リ
ー
ダ
ー
の
横
顔

各
商
連
の
新
会
長
に
聞
く

長谷川　裕
会長

（茅ヶ崎市商店会連合会）

瀬尾　茂
会長

（伊勢原市商店会連合会）

『
茅
ヶ
崎
市
の
商
業
環
境
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て

い
ま
す
か
？
』

　

茅
ヶ
崎
駅
近
郊
で
は
住
民
が
増
え
て
い
ま
し

て
、
良
い
こ
と
な
の
で
す
が
、
皆
さ
ん
昼
に
お
買

い
物
さ
れ
る
よ
う
で
、
反
面
、
夜
に
営
業
す
る
飲

食
店
等
が
苦
戦
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
生
活
ス

タ
イ
ル
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま

す
。

　

ま
た
、
圏
央
道
の
延
伸
等
で
一
都
六
県
の
お
客

様
が
来
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
市
内
の
お

客
様
だ
け
で
は
な
く
て
、
観
光
の
お
客
様
に
向
け

た
商
売
の
形
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

『
商
店
街
は
ど
ん
な
環
境
に
あ
り
ま
す
か
？
』

　

茅
ヶ
崎
市
内
に
は
商
店
街
団
体
が
２３
団
体
あ
る

の
で
す
が
、
市
商
連
に
加
盟
し
て
い
る
の
は
９
団

体
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
新
し
く
市
内
で
開
業
す
る

お
店
の
方
々
は
、
横
の
つ
な
が
り
を
重
要
視
し
な

い
方
も
多
く
、
商
店
街
の
活
動
が
年
々
難
し
く
な

っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

『
最
近
注
目
し
て
い
る
事
を
教
え
て
く
だ
さ
い
』

　

や
は
り
お
客
様
は
魅
力
あ
る
お
店
に
行
く
ん
で

す
よ
ね
。
茅
ヶ
崎
に
も
遠
く
か
ら
お
客
様
が
来
て

く
だ
さ
る
お
店
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

「
面
白
い
お
店
が
た
く
さ
ん
あ
る
ね
」
と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
常
に
魅
力
を
発
信
し
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

『
伊
勢
原
市
の
商
業
環
境
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て

い
ま
す
か
？
』

　

地
域
の
お
客
様
は
、
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
っ
て
市
内

で
お
買
い
物
し
て
く
だ
さ
る
方
も
多
く
、
商
店
の

廃
業
な
ど
は
そ
れ
ほ
ど
目
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
た

だ
店
主
の
高
齢
化
に
よ
る
廃
業
や
商
店
会
の
会
員

減
少
な
ど
、世
代
交
代
に
関
す
る
問
題
は
根
深
く
、

有
効
な
手
立
て
が
見
つ
か
ら
な
い
状
況
で
す
。

　
『
商
店
会
は
ど
ん
な
環
境
に
あ
り
ま
す
か
？
』

　

昨
年
１２
月
に
、
神
奈
川
県
の
制
度
を
使
っ
て
、

市
商
連
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
作
り
販
売
し
ま

し
て
、
こ
れ
が
好
評
で
し
た
。
大
型
店
で
は
使
え

な
い
た
め
、
売
れ
行
き
が
心
配
で
し
た
が
杞
憂
で

し
た
。
こ
れ
を
機
に
商
店
街
の
会
員
に
な
っ
て
く

れ
る
お
店
も
増
え
、
と
て
も
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で

実
施
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

『
最
近
注
目
し
て
い
る
事
を
教
え
て
く
だ
さ
い
』

　

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
非
常
時
で
す
が
、
事
業
が
少

な
い
今
の
う
ち
に
、
商
店
会
役
員
の
負
担
を
減
ら

し
て
い
け
る
よ
う
な
仕
組
み
を
整
備
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
会
長
に
負
担
を
か
け
る
の
で
は
な

く
、
皆
で
仕
事
を
分
担
し
て
い
か
な
い
と
、
成
り

手
も
い
な
く
な
り
ま
す
し
、
世
の
中
の
効
率
化
の

動
き
に
反
し
て
し
ま
い
ま
す
。
地
道
な
こ
と
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
の
商
店
会
に
必
要
な
こ
と
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
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お 店

うことも考えたが、
長年のお客の声もあ
り、一貫して品質に
こだわり続ける。
　「今後も地元のお
客に愛される店であ
りたい。」頑なな思い
が地域にしっかりと
根付き、多くのファン
に受け入れられてい
る。

� 　［執筆者：神奈川県中小企業診断協会　桧山ゆりか］

（※写真は、湘南産のシロメダイ（正式名称オオメハタ）

～他とは違うことに果敢に取り組む、挑戦心あふれるお店をご紹介します～

　ねもと長嶋米酒店 （三浦市）
──「とにかく誰でも入りやすい」を目指す老舗米酒店──
　ねもと長嶋米酒店は、京急三浦海岸駅から海岸に向かい徒
歩３分ほどにある、「美味しいと面白いをお客様に」がモットー
の老舗米酒店だ。
　三つ星お米マイスターでテキーラマエストロでもある五代目の
長嶋崇

たかし

店長が、“おうちごはんが楽しみになるお米”や“今よりきっ
と笑顔になれるお酒”を心がけて品揃えをしている。ワインは
すべてワインセラーで管理、日本酒量り売りやウィスキー有料試
飲もできる。特約店契約品や限定流通品の日本酒、焼酎が人気
だ。
　２０２０年８月に店舗を、黒とオークをベースとしたナチュラルで
都会的なデザインにリニューアルした。誰でも入りやすい店作り
をすることで、これまでの地元年配客に加え若いお客や観光客
が増えたという。インスタグラムなどで商品の紹介を毎日行い、

若いお客を意識した
集客の工夫をしてい
る。
　近隣商店の自慢の
食べ物などを並べた
「ねもとうきうきマー
ケット」や、年末の
抽選会も開催してい
る。「小さい子から
お年寄りまで誰が来
ても楽しめるお店で
あり続けたい」と言
う長嶋店長の店づく
り・街のにぎわいづくりにこれからも期待したい。
� ［執筆者：神奈川県中小企業診断協会　鈴木英雄］

　魚三商店 （二宮町）
──こだわりの品質で地域から信頼される鮮魚店に──
　JR二宮駅から東海道沿いに徒歩５分の場所に立地する、地魚
とシラスの専門店である。１月中旬の寒風厳しい午後、ひっきり
なしに訪れる常連のお客と威勢の良い会話が飛び交う。
　明治時代初期には創業が確認されており、数えられる限りでは
代表の内海申

のぶ

了
さと

さんは５代目。１８歳で入店し４４年経った。以来
地域密着型で展開しており、遠方から通うリピート客も多く、コロ
ナ禍の影響も最小限に留まっている。
　人気の商品は、年間２トンもの売上になるゆでしらすだ。その他、
指定の一業者のみから仕入れている「かながわブランド」の生シ
ラスや鮮魚、活魚、干物等、違いの分かるお客からの支持は安
定している。
　「自分の売りたいものだけ売ることにした。」４４年の経営の中で、
スーパーの出店などに影響を受け、一時は迷い、安価な商品を扱

住所：三浦市南下浦町上宮田３２８８
　　　［みうらビーチ商店会　所属］
電話番号：０４６－８８８－０００２
営業時間：�８：３０〜１９：００
　　　　　［水曜日、第３木曜日定休］
URL：�https://www.facebook.com/ねもと長

嶋米酒店-226411320755602/

住所：�神奈川県中郡二宮町二宮３２０
　　　［上町中町下町　所属］
電話番号：０４６３－７１－００２６
営業時間：�８：００〜１７：００
　　　　　［日曜・月祝・月末水曜定休]

県
内
各
地
の
商
店
街
で
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
が
活
況

�

年
末
年
始
を
中
心
に
２９
団
体
が
実
施

　

神
奈
川
県
が
実
施
し
て
い
る
「
商
店
街
等
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
支
援
事
業
費
補
助
金
」を
活
用
し
、

２９
の
商
店
街
団
体
が
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
を

行
っ
た
。
２９
団
体
の
う
ち
３
団
体
は
２
回
申
請
し

た
た
め
、
県
内
全
体
で
３２
の
取
組
み
が
実
施
さ
れ

た
こ
と
と
な
っ
た
。

　

補
助
率
は
対
象
経
費
の
３
／
４
以
内
で
、
補
助

額
の
上
限
は
一
商
店
街
あ
た
り
２
０
０
万
円
。
複

数
の
商
店
街
で
連
携
す
る
場
合
は
５
０
０
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
プ
レ
ミ
ア

ム
（
割
増
）
分
や
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
に

係
る
印
刷
費
に
経
費
を
あ
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

各
商
店
街
団
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
合
わ

せ
た
商
品
券
を
発
行
し
た
。
プ
レ
ミ
ア
ム
率
は
２０

％
か
３０
％
が
多
く
、
販
売
方
法
は
特
設
会
場
で
販

売
す
る
ほ
か
、
数
店
の
加
盟
店
舗
で
一
斉
に
販
売

し
た
り
、
抽
選
販
売
な
ど
密
を
つ
く
ら
な
い
よ
う

各
商
店
街
で
の
工
夫
が
見
ら
れ
た
。

　

商
品
券
事
業
は
コ
ロ
ナ
流
行
に
関
係
な
く
実
施

で
き
る
も
の
と
し
て
、
商
店
街
か
ら
も
今
後
の
事

業
継
続
を
期
待
す
る
声
が
多
い
。
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一
度
お
会
い
し
た
だ
け
だ
が
、
大
切
な
こ
と
を

教
え
て
く
れ
た
事
業
家
が
い
る
。
そ
の
人
が
事
業

に
掲
げ
た
屋
号
は
「
か
る
ぺ
で
ぃ
え
む
フ
ォ
ト
」。

カ
ル
ぺ
デ
ィ
エ
ム
（
ｃ
ａ
ｒ
ｐ
ｅ　

ｄ
ｉ
ｅ
ｍ
）

は
、
ラ
テ
ン
語
で
「
そ
の
日
の
花
を
摘
め
」。
英

語
で
は
「
ｓ
ｅ
ｉ
ｚ
ｅ　

ｔ
ｈ
ｅ　

ｄ
ａ
ｙ
」、

つ
ま
り
「
今
と
い
う
時
を
大
切
に
使
え
」
と
い
う

意
味
で
あ
る
。

　

な
ぜ
、
た
っ
た
一
度
だ
け
な
の
か
？　

そ
れ
は

そ
の
人
が
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
。

が
ん
を
宣
告
さ
れ
た
の
は
２８
歳
の
誕
生
日
直
前
。

抗
が
ん
剤
治
療
に
よ
り
髪
が
抜
け
落
ち
、
副
作
用

に
よ
り
顔
は
む
く
ん
だ
。
そ
ん
な
外
見
に
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
を
抱
き
、「
こ
ん
な
姿
で
は
外
に
出
て
、

人
に
見
ら
れ
た
く
な
い
」
と
家
に
引
き
こ
も
る
月

日
が
続
い
た
。

　

３２
歳
、
無
職
。
終
わ
り
の
見
え
な
い
治
療
と
、

終
わ
り
が
見
え
る
寿
命
。
あ
と
ど
れ
だ
け
生
き
ら

れ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
焦
燥
感
。
高
額
な

医
療
費
が
求
め
ら
れ
、「
親
孝
行
を
す
る
ど
こ
ろ

か
、
親
の
老
後
の
資
金
を
食
い
潰
し
て
い
る
と
い

う
負
い
目
を
感
じ
な
が
ら
過
ご
す
毎
日
だ
っ
た
」

と
振
り
返
る
。

　

し
か
し
、コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
や
焦
り
と
同
時
に
、

も
う
一
つ
彼
女
の
中
で
大
き
く
な
っ
て
い
く
心
境

が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
命
あ
る
う
ち
に
家
族
や
友

だ
ち
と
も
っ
と
思
い
出
を
つ
く
り
た
い
、
と
い
う

想
い
だ
。
そ
こ
で
彼
女
は
、
が
ん
な
ど
病
を
患
う

人
を
対
象
に
「
な
り
た
い
理
想
の
自
分
」
を
写
真

と
し
て
残
す
事
業
を
興
し
た
。「
今
」
を
生
き
る

こ
と
を
決
め
た
瞬
間
だ
っ
た
。

　
「
写
真
と
い
う
ツ
ー
ル
を
、
明
日
へ
の
生
活
の

希
望
の
糧
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
写
真
を
通
じ

て
、
お
客
様
の
“
今
”
に
寄
り
添
い
た
い
。
そ
し

て
写
真
を
目
に
し
た
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日
常
へ

希
望
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
」

　

こ
れ
が
自
ら
も
同
じ
病
と
闘
う
彼
女
の
事
業
理

念
で
あ
り
、
生
き
る
喜
び
と
な
っ
た
。

　

人
間
は
必
ず
死
ぬ
。
自
分
の
人
生
は
自
分
し
か

生
き
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
人
生
は
一
度
限
り
で
あ

る
。
彼
女
は
ま
さ
に
自
ら
の
努
力
に
よ
り
、
そ
ん

な
人
生
を
ま
っ
と
う
し
た
。

　

そ
の
日
の
花
を
摘
め
―
―
そ
こ
に
人
間
の
務
め

が
あ
る
。
そ
し
て
、そ
こ
に
商
人
の
喜
び
も
あ
る
。

生
き
る
喜
び
と
商
売
す
る
こ
と
が
一
致
し
て
は
じ

め
て
商
人
の
生
き
が
い
は
あ
る
。
人
生
は
い
つ
終

わ
り
を
迎
え
る
の
か
わ
か
ら
な
い
「
今
」
の
積
み

重
ね
で
あ
る
こ
と
を
彼
女
か
ら
学
ん
だ
。

繁
盛
の
ヒ
ン
ト
こ
こ
に
有
り

繁
盛
の
ヒ
ン
ト
こ
こ
に
有
り  

⑳⑳

商
い
未
来
研
究
所

商
い
未
来
研
究
所　　

笹
　
井
　
清
　
範

笹
　
井
　
清
　
範

「小さなお店の節税対策〜賢く得をするには〜」４０
「領収書や請求書をデータで保存しないといけない？」

保存する状態にすることをいいます。
取引の相手方から電子メールにPDFの請求書が添付されて送付
されてきた場合、メールに添付されているPDFファイルを自分
のパソコンに保存しておけば良いのでしょうか？
ただ単にメールで送られきたPDFの請求書を自分のパソコンに
保存するだけではダメです。電磁的記録の保存に当たっては、
検索可能な状態でタイムスタンプを付して保存する必要があり
ます。
検索可能な状態とはどのような状態ですか？
PDFの請求書のファイル名を「日付、相手先名、金額」に変更
して保存することにより検索可能な状態になります。また、ファ
イル名を変えずに「索引簿」をエクセルなどで作成して請求書
等のデータを検索する方法によることも可能です。
タイムスタンプの付し方がわからないのですがどうしたら良い
でしょうか？
タイムスタンプを付すにはお金も時間もかかるので、「正当な
理由がない訂正及び削除の防止に関する事務処理の規程」を定
めて運用することをお勧めします。この規定を定めるとタイム
スタンプを付さなくても良いことになります。
これらのことを今すぐ行うことは難しいのですがどうしたら良
いでしょうか？
実は「電子帳簿保存法」の施行日（令和
４年１月１日）の直前になって、令和５
年１２月３１日までは従来通りの出力書面に
よる保存も一定の条件のもと認められる
ことになりましたので今後２年間で準備
すれば良いことになります。

Q� 

A� 

Q� 
A� 

Q� 

A� 

Q� 

A� 

領収書等を紙ではなくデータとして保存しなければならなく
なったと聞きましたがどのようなことでしょうか？
「電子帳簿保存法」が改正され、令和４年１月１日より帳簿書類
を電子的に保存する際の手続等が変更されました。従来は印刷
したものを保存すればよかったのですが、今回の改正で電子取
引の取引情報を電磁的記録により保存することが義務付けられ
ました。
紙でもらった領収書をスキャンしてデータとして保存しないと
いけないということですか？
いいえ、そうではありません。紙でもらった領収書は従来と同
様に紙のまま保存しておけば良いです。
ではどのような場合にデータとして保存しておかなければなら
ないのですか？
電子取引を行った場合です。
電子取引とはどのような取引でしょうか？
インターネット等による取引、電子メールにより取引情報を授
受する取引（添付ファイルによる場合を含みます）、インターネッ
ト上にサイトを設け、当該サイトを通じて取引情報を授受する
取引等をいいます。
電子取引した領収書や請求書だけをデータとして保存しておけ
ば良いのでしょうか？
領収書や請求書だけではありません。取引に関して受領し、又
は交付する注文書、契約書、送り状、領収書、見積書その他こ
れらに準ずる書類を電磁的記録により保存しておかないといけ
ません。
「電磁的記録により保存」とは具体的にはどのようなことでしょ
うか？
電磁的記録の保存とは、電子メール本文に取引情報が記載され
ている場合は当該電子メールを、電子メールの添付ファイルに
より取引情報（領収書等）が授受された場合は当該添付ファイ
ルを、それぞれ、ハードディスク、DVD、クラウド等に記録・

Q� 

A� 

Q� 

A� 

Q� 

A� 
Q� 
A� 

Q� 

A� 

Q� 

A� 

公認会計士・税理士・行政書士　河野貴浩　info@kono-cpa.com

自らも同じ病に侵されながらも、がんサバイバー専門の写
真撮影に取り組んだ一人の女性がいた。
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商
連
か
な
が
わ
の

推
せ
ん
会
社

・
街
路
灯　

日
本
街
路
灯
製
造

・
印
刷　

ポ
ー
ト
サ
イ
ド
印
刷

・
道
路
・
駐
車
場
整
備　

前
田
道
路

・
看
板
メ
ン
テ
ナ
ン
ス　

ア
イ
ン

・
Ｌ
Ｅ
Ｄ　

イ
ニ
シ
ャ
ル
ベ
イ

・
ア
ー
ケ
ー
ド　

日
米
ア
ー
ト
ム

商
店
街
を
支
援
す
る

�

商
連
か
な
が
わ
の
推
せ
ん
会
社
紹
介

【
ま
ち
と
人
と
元
気
に
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
街
路
灯
】

　
日
本
街
路
灯
製
造
（
株
）
東
京
支
店

�

支
店
長
　
北
田
　
俊
幸
さ
ん

逗子市池田通り商店会では、電線
地中化に伴う街路灯を新しくしまし
た。安心安全のまちづくりで防犯
カメラを街路灯に共架しています

◎
ど
ん
な
業
務
を
行
っ
て
い
る
会
社
で
す
か
？

　

照
明
灯
だ
け
で
な
く
、ア
ー
チ
・
ア
ー
ケ
ー
ド
・

サ
イ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
・
カ
ラ
ー

舗
装
・
仮
設
空
間
演
出
・
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
企
画
か
ら
デ
ザ
イ
ン
、
設
計
、
製
造
、
施
工
、

維
持
管
理
ま
で
全
工
程
を
自
社
で
行
い
、
こ
だ
わ

り
の
モ
ノ
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

◎�

商
店
街
に
お
勧
め
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り

ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
抑
え
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
軽

減
し
、
な
お
か
つ
既
存
照
明
と
変
わ
ら
な
い
輝
度

を
備
え
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
ま
さ
に
理
想
の「
光
源
」で
す
。

　

各
所
で
急
速
な
導
入
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
、
私

達
も
積
極
的
に
独
自
開
発
を
進
め
、
新
設
街
路
灯
の

設
計
製
造
を
は
じ
め
、
既
存
照
明
か
ら
の
交
換
を
容

易
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
も
各
種
ご
提
供
し
ま
す
。

　
当
会
は
、
商
店
や
商
店
街
（
会
員
）
の
店
舗
や
共
同
施
設
の
整
備
、
サ
ー
ビ
ス
業
務
な
ど
を
安
心

し
て
受
け
ら
れ
る
企
業
を
選
定
し
推
せ
ん
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
日
本
街
路
灯
製
造
（
株
）
と
前
田

道
路
（
株
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

湯河原駅前通り明店街では、既設
片流アーケードを撤去して街路灯を
新設しました。商店街名を柱に表示
してLED光源による投光照明です。
近い将来、電線地中化されます

◎�

同
時
に
、
個
店
の
お
勧
め
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

個
店
で
も
使
え
る
自
立
型
ス
タ
ン
ド
付
き
ソ
ー

ラ
ー
街
路
灯
な
ど
も
有
り
ま
す
。
災
害
時
に
便
利

だ
と
思
い
ま
す
。

◎
最
後
に
読
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ど
う
ぞ
。

　

当
社
は
「
あ
か
り
実
験
室
」
を
愛
知
県
の
豊
明

工
場
に
設
置
し
、
専
門
技
術
者
に
よ
る
研
究
を
行

っ
て
い
ま
す
。
あ
か
り
を
体
感
で
き
る
全
国
唯
一

の
施
設
で
す
の
で
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
本
街
路
灯
製
造
株
式
会
社
　
東
京
支
店

担
当
者
：
支
店
長　

北
田　

俊
幸

住　

所
：�

東
京
都
品
川
区
北
品
川
２

−

２

−

３３

Ｎ
ビ
ル
４
階

電　

話
：
０ 

３

−

３
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インフォメーション

　商連かながわは、一般県民に商店街に足を運んでもらうこと
を目的とした「かながわ商店街めぐりキャンペーン」を昨年１１
月１５日から本年４年１月３１日まで実施しました。
　県内で２９箇所の参加商店街にキーワードの書かれたポスター
を貼っていただき、それを見た方が商品が当たるキャンペーン
に応募できる仕組みです。年末年始を挟んだ２か月半の期間で、
９０件（６２名）の方から応募がありました。厳正なる抽選を行い、
２月初旬にプレゼントを進呈いたしました。
　参加商店街にはポスターを貼っていただくほか、商連かなが
わオリジナルウェットティッシュをお送りし、商店街で行って
いる歳末セールやプレミアム商品券の発売の時にお渡しするな
ど、販売促進に役立てて
いただきました。
　ご協力いただきました
商店街の皆さまにこの場
を借り御礼申し上げます。
　ありがとうございまし
た。

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
表
彰
式
が
出
来
な
か

っ
た
「
か
な
が
わ
商
店
街
大
賞
」
で
す
が
、
今
年

は
黒
岩
知
事
と
小
島
県
議
会
議
長
も
出
席
さ
れ
、

関
係
者
の
み
で
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

（
一
面
）。
久
し
ぶ
り
の
式
典
で
、
受
賞
さ
れ
た
皆

さ
ん
の
晴
れ
や
か
な
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

　

こ
の
商
店
街
新
聞
を
作
っ
て
い
る
１
月
末
は
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
が
猛
威
を
奮
っ
て
お
り
、
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
春
に
は
県
内
各

地
で
も
桜
関
係
の
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
さ
れ
て
い
る

で
し
ょ
う
し
、
な
ん
と
か
冬
の
間
に
コ
ロ
ナ
流
行

が
収
ま
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

「近くで買おう！「近くで買おう！
かながわ商店街めぐりキャンペーン」かながわ商店街めぐりキャンペーン」
コロナ禍の中、身近な商店街でのお買い物と一緒に県民の皆様コロナ禍の中、身近な商店街でのお買い物と一緒に県民の皆様
に楽しんでいただきましたに楽しんでいただきました

「みるみるファンが増える！「みるみるファンが増える！
�商店主のための接客・対話術の法則」�商店主のための接客・対話術の法則」
� 情報交流会をオンラインで開催� 情報交流会をオンラインで開催

　商連かながわは、２月１日にライブ配信で令和３年度商店街情
報交流会をオンライン開催しました。
　講師には東京・板橋区のハッピーロード大山商店街の販促に関
わる「怒りを笑いに変えるクレーム・コンサルタント」の谷厚志
氏を招いて、大山商店街での事例や、接客力がアップし、クレー
ムもなくなり、“ファン”を増やすことができる法則について講
演していただきました。

谷さんはリピーターよりもファンづくりに力を入れた方がよいことなどを大
手チェーン店での事例などをもとに面白おかしく紹介されていました

新型コロナウィルスによる県内商店街への影響について�令和４年１月アンケート調査報告

　商連かながわは、新型コロナウィルスの流行により県内商店
街にどのような影響が及んでいるかについて、商店街に対しア
ンケートを行いました。
　令和２年３月、１２月、令和３年４月、８月に続き、５回目の
全体調査となります。
詳細は商連かながわＷＥＢサイトに掲載しています。
実施期間：令和４年１月１７日〜１月２７日
調査対象：�商連かながわ会員の商店街で、メールアドレスを持

つ２５２団体
総回答数：５７団体
回答率：２２．６％

１．�商店街のエリアでの、人出への影響（コロナ禍以前の同時期と比較）

★�まちや商店街を歩いている人が少なくなったという回答が６
４．９％、激減したとの回答が１２．３％で、合わせて７７．２％とな
りました。

★�つまり、約７割の商店街で人出が減っている、または激減し
ていることになります。

２．�商店街会員の個店の客数への影響（コロナ禍以前の同時期と比較）

★まとめ
　約７割の商店街で人出が減少あるいは激減していて、さらに
約８割の商店街で、お客が減少あるいは激減しているお店が出
てきているという状況です。昨年８月の調査と比較すると、深
刻さはほぼ同様ですが、客数は少しだけ持ち直してきているよ
うにも見えます。引き続きコロナ禍の商店街をめぐる環境に注
力が必要です。


